
会報第33号発刊に寄せて

青森県在宅保健師の会会報
令和２年８月発行・第33号

会報第33号発刊にあたり、会員の皆様にご挨拶申し上げます。常日頃会員の皆様には自主
的に地域や行政活動への参加、はたまた家族や自分の健康管理を実行していることに対し心
から敬意を表します。また、今年度は総会を開催できなかったことに対し心からお詫び申し

上げます。本来であれば５月の総会は、令和元年度の事業報告、令和２年度事業計画、講演、会員の皆様方との情
報交換、役員改選の流れで進行する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から総会はやむなく中
止に追い込まれました。「青森県在宅保健師の会」の長い歴史の中で初めてのことであり戸惑いを隠せない状況の
中、国保連合会のご協力のもと、総会での承認を経ず令和２年度の事業計画は役員の皆様方と議論を尽くし決定さ
せていただきました。不本意と思われる会員の方もいるかとは思いますが情勢に鑑みご理解を賜りご協力をいただ
きますようお願い申し上げます。
さて、私達「青森県在宅保健師の会」も平成10年の発足以来23年目を迎え、会員数も７月１日現在で195名とな
り、益々の発展が期待されるところです。これまで国保連合会、歴代の会長様や会員の皆様の並々ならぬご尽力と
ご支援に改めまして感謝申し上げます。
また、令和の時代と共に社会は大きな変革の時期にさしかかっています。益々進む高齢化と世界的な新型コロナ
ウイルス感染拡大、かつて経験のない豪雨などの自然災害による命を脅かす事象の増加です。このような中にあっ
ても、今こそがピンチをチャンスに変える時と考えています。オンライン社会の進行とともに個人で過ごす時間の
増加、マイナンバーカードの推進による新健康
管理システムや新しい生活様式の導入、三密回
避の励行、避難の在り方など、今後、社会生活
の仕組みが大きく変わります。
このような中、会員の皆様には専門職として
冷静に対応していただき、まずは自らの命を守
る行動と共に地域の方々や家庭での良き支援者
となっていただきますようお願い申し上げます。
特に、今年度から開始されている保健事業と介
護予防の一体化においては地域に暮らす私達在
宅保健師にとってまたとない機会であり、これ
まで培ってきた経験と英知をもって地域住民の
健康増進・介護予防に力を貸していただきたい
と考えています。会で推進している地域の保健・
福祉活動と合わせてすすめていただきますよう
切にお願い申し上げます。
また10月には三密を回避しながらブロック別
の研修会と交流会を予定しています。会員の皆様、
是非ご参加いただき総会の分まで忌憚のないご
意見をお願いいたします。皆様にお会いできる
ことを新役員一同楽しみにいたしております。

【令和２年度計画（具体的事項）】
１．総　会（総会資料は別途ブロック別研修等の機会を活用して
会員へ内容周知）

２．役員会（５月、７月、11月、３月）
３．在宅保健師等会連絡会議（未定）
４．各種研修会等の開催及び案内
⑴　保健所ブロック別研修会・交流会（共催）（10月）
⑵　関係機関（県・国保連合会等）開（共）催研修（未定）
５．地域の保健・福祉活動支援事業　５団体
６．広報活動
⑴　会報の発行　年３回（８月、12月、３月）
⑵　ホームページの掲載
７．県・市町村・国保連合会等からの要請事業等への支援・協力
⑴　青森県新任等保健師育成支援事業・青森県保健所保健師等
育成支援事業
９市町村（150日）、６保健所（90日）

⑵　小規模保険者支援事業　六戸町
⑶　青森県保健協力員会等連絡協議会
⑷　各種委員の委嘱、各種事業等
⑸　その他
８．新・国保３％推進運動への参画

青森県在宅保健師の会　会長　新井山　洋子
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青森県在宅保健師の会の 
皆さんへのメッセージ

青森県国民健康保険団体連合会
常務理事　舛甚　悟　氏

青森県在宅保健師の会の皆様におかれましては、こ
れまでの経験と専門性を活かした保健活動を実践され
るとともに、日頃から研鑽を積まれ、地域住民の健康
の保持増進にご尽力されておりますことに深く敬意を
表します。
私は昨年７月、青森県国民健康保険団体連合会常務
理事に就任いたしました。旧下田町出身、寺田前常務
理事の一回り下の亥年生まれ。高校生時代通学してい
た祖父母宅では、国保連合会事業である「夏季保健活
動」による弘大医学生・県立高看保健婦学生の訪問指
導を受けております。
これも縁でしょうか。昭和58年本会に採用され、寺
田前常務理事の配下となり、青山元常務理事の運転手
役を務めたこともあって、国民皆保険体制の創成期の
状況や国保直診施設整備に奔走した経緯等についてご
教授いただきました。
先達の理念を継承しつつ、今後とも貴会の活動を全
面的に協力・支援して参りますので、よろしくお願い
申し上げます。
さて、今般のコロナ禍の中、本会におきましては、
診療報酬・介護報酬等の支払を滞らせることのないよ
う、業務継続を第一に進めておりますが、このたび国
から医療機関等支援策の一環として、診療報酬の概算
前払いや、感染拡大防止対策経費への補助金支払、さ
らに医療・介護従事者等への慰労金の支給業務の実施
が求められておりますので、これらにつきましても全
力を挙げて取り組んで参る所存であります。
また、市町村の健康づくり事業への支援につきまし
ても、新しい局面を迎えてさまざまな工夫をしながら
市町村の個別ニーズに合わせて対応する必要があるも
のと考えております。皆様方には引き続きお力添えを
お願い申し上げます。
最後に、青森県在宅保健師の会の会員の皆様のご健
勝とご多幸を祈念しメッセージといたします。

私達の応援隊である青森県
在宅保健師の皆さんへ

～トレーナー事業を通じて～

青森県がん・生活習慣病対策課
課長　奥村　智子　氏

日頃から会員の皆様には地域の方々の健康づくりを
はじめとした保健福祉活動の推進に御尽力をいただ
き、また、新任等保健師育成支援事業（トレーナー事
業）等において市町村保健師、保健所保健師等の人材
育成に御協力をいただき、感謝申し上げます。
平成20年度から国保連や在宅保健師の会の御支援を

いただき始まった新任等保健師育成支援事業では、
「寄り添い、見守り」をトレーナー保健師の基本姿勢
とし、新任保健師の人材育成に御協力をいただいてい
るところです。この事業では、家庭訪問等における技
術的なサポートはもちろん、保健師活動に対する姿勢
や経験を踏まえた熱い思い等を伝えていただき、新任
者は皆様方の懐の深さを感じつつ、保健師への思いを
強くしていったと思っています。
しかし、効率性がより重視される風潮や、家庭訪問を

苦手とする保健師が増えていると言われている現状を
踏まえると、この度の新型コロナウイルス感染症の対
応でみられた家庭訪問等を控えるという動きが、「効率
性」や「感染防御」という名のもと保健師自身の「地域
に出向く」という意識の希薄化につながり、「みる」力
が弱まることになるのではと危惧しているところです。
だからこそ新任保健師には、在宅保健師の皆さまの

姿勢・思い等を五感を使って感じ取り、地域を大事に
し、生活・人を「みる（見る・視る・看る・診る等）」
という視点を大事にしながら、住民にとって身近で頼
れる存在である「おらほの保健師」を目指し、目の前
の課題から逃げず泥臭い活動に繋げていって欲しいと
願っています。
また、「新しい生活様式」と言われている中でも保

健師として大事にすべきものを保健師が理解し専門
職・実践家として育つためにも、先輩の皆様方が持つ
豊富な知識や経験等を今後の保健師活動を担う新任保
健師等に伝えていただき、それを保健師が「感じ取
り、活かす」ことで次の世代に繋いでいきたいと考え
ておりますので、引き続き御理解と御協力をお願いい
たします。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度の青森県在宅保健師の会総会は中止となり
ました。本来であれば来賓としてご出席いただきご挨拶いただく予定となっていた方々から会員
の皆様へのメッセージをいただきましたので、ご紹介いたします。
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会長　新井山　洋子（五戸町）
皆様こんにちは。承認なき会長再選、２期目となりました。
今後２年間よろしくお願いいたします。
コロナ自粛から数か月となり、その間、在宅専業農婦とし
て退職以来初めての経験をしています。もはやこんな時代が
くるとは。週１回はアレンジフラワーに通い小さな潤いを求
めている昨今です。ブロック研修会では真っ黒な日焼け顔で
はなく真っ白な美顔で臨みます。
皆様にお会いできることを心待ちにいたしております。

副会長　北山　つね子（東北町）
“古希になりましたねえ。えっ！もうそんな年齢ですか！
うっそ？”これは私への問いかけです（笑）。
まだまだ保健師職を忘れられず、在宅保健師として現職の
後輩に役立つことはないかと右往左往しています。実は、それ
が元気の素かも知れません。在宅保健師の皆さんいつまでも若
い気持ちを忘れずに、出来る事をしながら一緒にゴーゴー！

副会長　山谷　紗千子（五所川原市）
コロナ禍という歴史的な大変化の中で、地域の保健福祉活
動に日々頑張っている現場の保健師の皆さんの支援者とし
て、自身の保健師力を活かしたいと考えています。サビない
努力をしながら。

幹事　今　和子（弘前市）
定年退職して８年、在宅保健師の会に関わり５年となりま
した。この活動を通して感じることは「青森県のこの会のパ
ワーはすごい!!」の一言です。コロナ禍の中、充電期間とと
らえ、これからも微力ながら会の活動を続けていきたいと思
います。よろしくお願いします。

幹事　高坂　恵美子（むつ市）
むつ下北地区の役員となって５年目になります。年４回の
役員会をとても楽しみにしています。往復の列車では他地区

の役員とおしゃべりに花が咲き、あっという間に目的地に着
いてしまいます。
むつ下北地区の在宅保健師は人数が少なくこれからどうな
るのかなと心配になります。会員のみなさん、知っている在
宅保健師がいたら、是非紹介して下さい。お願いします。

幹事　木村　亮子（八戸市）
「３密」が合言葉として定着する候、皆様いかがお過ごし
ですか。私はこの機会に“快適な部屋”スッキリ８割捨て、
いや２割捨てに挑戦中です。ブロック別研修会交流会で情報
交換できると良いですね。是非ご参加ください。

幹事　三和　千枝子（五所川原市）
２期目に入りました。役員会は、気取らず、何でも言える会な
んです。なので、とてもにぎやかになり、周りからひんしゅくを
かうこともあります（＊＿＊；。
自分にもみんなにも¨いいね¨と思える活動をめざしたいと思
います。

幹事　奥瀬　郁子（青森市）
早いもので幹事を引き受けて２年経ち、２期目となりまし
た。２年の間に役員の皆さんがとても明るく溌剌としている
事に気付かされ、人生初といえる「楽しい役員会」を経験中
です。新井山会長の人徳がなせる業かも知れません。

幹事　澤谷　悦子（青森市）
平成30年度末で国保連を退職後１年間「孫かで」に専念、
今年度総会中止のため皆様と会えぬまま、新たに役員（幹事）
を引き受けることになりました。
これ迄の会の歴史の重みを感じつつ、皆様と共に楽しく活
動し、地域の健康づくりに寄与できるよう努めたいと思って
います。よろしくお願いいたします。

監事　佐藤　宏子（黒石市）
今回監事２期目となります。在宅保健師の会の活動を通し
ていろいろな情報を得ることができ、元気とパワーをもらっ
ています。微力ながら会の活動を支える一員として役割を果
たしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

監事　越後　秀（三戸町）
４期目に入りました越後です。役員の中では長い方になり
ましたので今期は監事をやらせていただきます。新型コロナ
禍の影響で５月の総会が開催されず、皆さんにお会いできな
くて残念でした。いつまでもみんながイキイキと活動できる
会を目指したいと思います。

７月８日（水）県共同ビル１階大会議室において、令
和２年度第２回役員会が行われました。今回の役員会か
ら下記のとおり役員新体制でのスタートとなりました。

任期：令和２年４月27日～令和４年４月26日
役 職 氏 名 居 住 地
会 長 新井山　洋　子 五 戸 町
副 会 長 北　山　つね子 東 北 町
副 会 長 山　谷　紗千子 五所川原市
幹 事 今　　　和　子 弘 前 市
幹 事 高　坂　恵美子 む つ 市
幹 事 木　村　亮　子 八 戸 市
幹 事 三　和　千枝子 五所川原市
幹 事 奥　瀬　郁　子 青 森 市
幹 事 澤　谷　悦　子 青 森 市
監 事 佐　藤　宏　子 黒 石 市
監 事 越　後　　　秀 三 戸 町

７ページでご紹介している越後監事作成の「姉さん被り」７ページでご紹介している越後監事作成の「姉さん被り」
を役員全員で被ってみました・・・みなさんいい笑顔！を役員全員で被ってみました・・・みなさんいい笑顔！

青森県在宅保健師の会　役員紹介青森県在宅保健師の会　役員紹介

役員からの
一言メッセージ
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今年度新たに入会された会員６名のうち、４名の方からい
ただいたメッセージをご紹介します。

白戸　江美子　さん（青森市）
今年は、誰もが経験したことの無い新型コロナウイルス感
染予防対策や、豪雨による災害の多さに、大きな不安と戸惑
いの生活のことと思います。
３月末まで、一緒に働かせていただいた職場の皆様や、ま
た、各地域で仕事を共にさせていただきました関係者の皆様
を思い、日頃の保健活動への感謝と、今後も心温まる支援の
継続を心から願っている毎日です。
さて、この度、諸先輩のお姉様方が御活躍されております

「在宅保健師の会」に恐れ多いとは思いますが、入らせてい
ただくこととなりました。
私の当会へのイメージは、「人情味溢れ、元気はつらつ、
話術がとても巧みなお姉様方の会」のように思うのですが、
きっと、話を聞く人がもう少し必要かなと思い、入会させて
いただきました。どうぞよろしくお願い致します。

石藤　フキ野　さん（八戸市）
この度、在宅保健師の会に入会させていただきました石藤
と申します。
保健師として仕事に就いた当時、退職は、まだまだ遠い先
のことと感じていましたが、無我夢中で毎日を過ごしている
うちに気がつきましたら退職を迎えていました。

現在は、38年間の保健師生活を振り返りながら、ごみ屋敷
化している我が家の荷物整理や体力づくりに取り組んでいま
す。
38年間勤務したと言っても、私は、まだまだ未熟者。今後
も、先輩方から刺激を受け、いつまでも若々しく、充実した
日々を過ごしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

八嶋　昭子　さん（七戸町）
定年退職後の昨年度から再任用として、６年ぶりに古巣の
健康福祉課保健係に配属となり２年目を迎えました。現場で
は、複雑多岐に渡るケース支援（特定妊婦・虐待対応等）や
フレイル予防対策（最近覚えました）そして今、話題のコロ
ナ感染対策等に奔走している後輩保健師たちを頼もしく感
じ、遅れをとらないように気合を入れてやっております。今
後は、現役時代に活動を示唆してくれました懐かしい熟女緒
先輩方の後に続き同じ仲間としてふれあって活動できること
を楽しみにしております。

高橋　未佳　さん（おいらせ町）
早いもので、退職してから４ヶ月が過ぎました。窓口でお
客様へ対応していたことが遠い昔のように感じられます。今
は、保健師として勤務していなくても、保健師として勤務し
た日々を忘れずに生活していきたいと思っています。よろし
くお願いします。

新 入 会 員 紹 介

会員の活動報告

1	 「新型コロナウイルス感染症の電話相談を担って」

岡前　壽子　さん（八戸市）
４月３日、三戸地方保健所の健康増進課長さんから「コロ
ナ感染症の電話相談員を探している、お願いできないか」と
声をかけていただきました。業務は一般的な健康相談とのこ
と、私の脆弱な親切心と技術劣化を自覚しつつ、承諾しまし
た。急遽４月８日から延べ４日間、８時30分から17時15分ま
で従事しました。
初出勤の保健所は、年度始めの落ち着きのなさとコロナウ
イルス感染症対応なのか電話が鳴る等業務雑音で室内はさし
ずめ昼時のコンビニの雰囲気で緊張しました。机上に電話機

のみの指定席に座り、保健師さんからオリエンテーション、
帰国者・接触者センターへの相談の流れ、特に受診調整する
相談者からの必須症状＜発熱37.5℃以上プラス呼吸器症状＞
の確認について簡潔明瞭な説明を受けました。今さらながら
自分の記銘力低下を自覚、不安を隠しきれず思わず「マニュ
アルは？」山彦のように「ありません。お願いします。」の
一言で相談開始です。不整脈が出ました。
相談内容は、発熱・咳等の呼吸器症状があり感染を心配す
る人、ＰＣＲ検査の結果を確認する人、ＰＣＲ検査を受けたいと

この度の新型コロナウイルス感染拡大に伴い、今までにも増して保健師の力が求められ、関連した業務に協力された会員
の方がいらっしゃいましたのでその様子について報告いただきました。また、現職当時から関わりながら支援を続けている
活動状況をご紹介します。
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2	 「新型コロナウイルス感染症の相談員をして想うこと」

懇願する人等々多岐にわたりました。これらの相談に対し、
誰がいつからどんな有症状か確認し、発生国への渡航歴の確
認・患者との接触状況、現在の受診について問診し、処遇決
定できるようスクリーニングします。延べ52件対応しました。
相談時間は、１件当たり10分～60分位と相談者が納得するま
で話を聞きました。印象に残ったのは、ＰＣＲ検査結果の確認
で緊張し泣いているような声。発熱（37.5℃）で勤務先から出
勤禁止命令されたが、コロナに感染していない証明書をほし
い。外国から帰国後どこに隔離したらよいか。登校するも咳
症状があり帰宅を指導されたが、どこの病院に行けばよいか
知りたい。微熱と咳症状の妊婦さんが妊婦検診受ける為感染

していないことを証明してほしい。さらにマスクはどこで販
売しているか。感染者の情報開示を求める人。感染予防対策
への苦言や助言の人等いずれも感染への不安ばかりでした。
電話対応は丁寧に平常心で「お大事に」と終了しました。
相談員として広く深い知識の不足に猛省です。また傾聴は高
度な技術が必要と再認識させられました。今回、2009年５月
に作成した新型インフルエンザマニュアルを参考に対応でき
助けられました。
貴重な体験でした。さらにこのことを整理する機会を与え
てくださった事務局に感謝するとともに、日々現場で予防活
動している皆様方に敬意を表します。

３月９日の週から私の帰国者・接触者センターの相談員と
して電話相談が始まりました。週２～３日、勤務時間は保健
所職員と同じで、退職してからこのような時間で働くのは久
しぶりでした。保健所の職員も知らない人ばかり。それでも
在職中に一緒に仕事をした人もいて懐かしく心強く電話相談
することができています。当初は６月末までの契約でしたが
流行が続いていることから10月末までと延長されました。
相談員の仕事は主に症状がある患者さんの電話を受けて相
談に乗ることです。「風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日
以上続き、呼吸症状があり、かつ流行地へ行ったり濃厚接触
者と接触があったか」等を電話で聞き取りし、必要な場合は
保健所の担当保健師に繋ぐという仕事です。その後、保健所
の感染症担当保健師が帰国者・接触者外来へ紹介し診察の結
果、医師の総合的な判断でＰＣＲ検査を行うというものです。
これまでの相談内容は、受診に関することとして、「熱が
あるが医療機関に行ってもいいか」「医療機関に行ったら保
健所に相談するように言われた」「子どもの進学や就職のた
め県外に行き帰ってから熱が出たので大丈夫か」「県外の医
療機関に通院しているがどうしたらいいか」等々。
ＰＣＲ検査に関することとして「保健所では検査をしてく
れないのか」「職場に行くのに陰性の証明書が欲しい」「周り
に迷惑をかけるので検査で陰性を確認してから受診したいの
で検査してほしい」等々。また、感染経路や予防方法に関す
ること、消毒や新型コロナという病気に関すること等です。
緊急事態宣言が出されて外出を控える人が多くなり、テレ

ビのワイドショーで新
型コロナウイルスに関
する報道が連日のよう
に放映され、未知のウ
イルスということもあ
ってたくさんの人がテ
レビにかじりついて見
ていたと思います。そ
の結果、電話相談にも

反映され、有名人が亡くなったり、野球選手が味覚や嗅覚症
状を訴えて陽性になった時や県内で感染者が出た時にはそれ
に関する相談が多くなったりしました。
相談員をやって難しかったことは、症状の程度が人により
違うため例えば「息苦しさ」とか「強度のだるさ」とはどのよ
うな状態なのか、「100％感染していないという保証はあるの
か」「濃厚接触者とはどのような接触か」などの相談内容には
困ってしまいました。濃厚接触者については後で基準が示され
たことで説明しやすくなりました。また、基礎疾患で糖尿病
があり治療していない人や健診で糖尿病が指摘され生活習慣
の改善や定期観察されていない人にはついつい保健指導して
しまう。保健師魂がまだまだ健在である自分を発見しました。
数十年前に大凶作で日本米が手に入らず細長いタイ米を食
べざるえなかった時がありました。今回もトイレットペーパ
ーやマスク、手指消毒用のアルコール、学校が休みというこ
とで、たこ焼きの粉とかお好み焼きの粉、パスタ、レンチン
用のごはん等々、店頭から消えてしまった物がありました。
トイレットペーパーやティッシュペーパーなど東京に居る
子供に送ったという話を何人もの人から聞きました。国はた
くさんあるからと言っているにも関わらず・・・。どうもＳ
ＮＳ等で情報が発信されたらしく、文明の機器とはいえ表裏
一体の機能を持っているネットの怖さを思い知りました。
これからもっとたくさんのウイルスと共存していかなけれ
ばならない人間にとって正しい情報を得るために健康教育っ
て本当に大事なことだなって感じました。
最後に、免疫学が専門の宮坂昌之教授（大阪大学）による
と、新型コロナウイルス感染症への対応として「マスクを着
ける・換気する・手洗いをする・他人と1.5メートルの距離
を保つ・体内時計が狂わないようにする・運動する・バラン
スのよい食事をする」ことだそうです。また、「しばらくの
間、人類は新型コロナウイルスと共存していかなくてはなら
ない」そうです。その通りだなと私も思いました。
まだまだ感染が収まらない状況ですが、新型コロナウイル
スが早く終息しますように。神様、仏様、アマビエ様!!

高坂　恵美子　幹事（むつ市）
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「ステイホームでマスク作り」
幹事　三和　千枝子（五所川原市）

新型コロナウイルスの感染拡大に
より、３月２日の全国一斉休校や４
月７日の緊急事態宣言を受け、外出
の自粛や休業要請が出され、生活や
経済に大きな影響が出始めた。
みんなが、収束するまでは生活も
仕事も「がまん、がまん」と受け止
めた。
外出しないで、自分に何ができる
か考えた時は、マスクがどこでも手に入らない時期だった。
それなら下手でもマスクを作って配ろうと決めた。
まず、手作りマスクの見本と型紙を手芸店で手に入れ、百
均でハンカチ、バンダナ、糸、ゴムを買い手縫いで作った。
そのうちみんながマスクを作り始めたためか、すべての材料

が棚や店から消えた。
それでもやめられず、身内に声をかけ、スーパー、呉服屋
さんなど市内の店を回って探した。人から人への情報が最高
であった。
マスクは朝から晩まで１枚40分、１日５枚位ずつ作り200
枚位になった。１日があっという間に過ぎた。
テレビ「ひるおび」「ミヤネ屋」を見てコロナ情報に腹を
立てたり、感心したり、祈ったりの日々でもあった。
夜に裁縫のやり
すぎに注意。視力
が落ちる。
これから、もう
少しがまんして、
ワクチンや治療薬
ができたら小旅行
をしたい。

新型コロナウイルスの影響で、このたび私達は外出自粛「ステイホーム」を求められました。みなさんはご自宅でどの
ように過ごしていましたか？会員の方々の自粛生活の過ごし方を紹介していただきます。

3	 「精神障碍者家族会運営の作業所（東北町つつじ作業所）から」

副会長　北山　つね子（東北町）
「あれぇ、今日は通所者あんた一人かも知れないね、来て
くれてありがとう、あんたが来ないと私たち帰らなきゃなら
なかったかも　アッハッハッハ」。
色んな事があったが東北町の保健師たちに支えられ、笑い
声が室内にひびき数十年経過した。
私は、退職後ボランティアとして参加するようになった。
現職時代精神保健福祉事業を担当し家族会の皆さんと関わり
を持った縁である。精神保健福祉法の改正により全国的にも
就労支援事業所ができ、家族会立の作業所は消えて行った。
県内唯一の作業所と聞いている。もちろん東北町にも就労支
援事業所はできた。作業所から旅立った通所者もいる。しか
し就労支援事業所に馴染めない人たちには今も通える場所で
ある。当初より通所者は減り増える傾向はないが当事者が選
択できる場所がある事は大事である。
町からの助成や日赤、社協などからも支援してもらい、純
粋に家族の人たちがボランティアの人たちと一緒に保健師の
支援を得ながら運営しており、かごや縫物、裂き織を中心と
した作業である。活動日は週４日間、午前10時～15時まで、
通所者、家族会、ボランティアなど毎日７～８人が出勤して
いる。（私は自分の都合に合わせ、都合がつけば週１回くら

い協力している。）腰かごの達人はＮさん、大きいかごはＳ
さんが得意、中くらいのかごはＨさんが上手、それぞれ色の
組み合わせ、模様と各人の特徴が出て来た。でも、体調を崩
す事が多い事も事実である。自分が作ったかごが売れれば微
笑み、黙々と頑張っている。お盆とお正月以外はみんな元気
に出勤し、今年はコロナの関係で長期に閉鎖したが、小さい
力でも頼もしい家族会の根気である。行政の援助を受けなが
ら通所者がいる限り続いて欲しい。田舎の町にもささやかか
もしれないが頑張っている人たちがいる事を伝えたい。

その１
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★新型コロナウイルス対策に関する情報提供★★新型コロナウイルス対策に関する情報提供★
～「教えて！大西せんせい」が公開されています～

青森県の公式ホームページでは青森県感染症コーディネーターである大西基喜先生が解説する
ＹｏｕＴｕｂｅ「教えて！大西せんせい」を見ることができます。私たちが生活する上での疑問や不
安に思うことを、わかりやすく説明、アドバイスしてくれています。新型コロナウイルス感染予
防に関する様々な疑問に対し「新しい生活様式」の実践に向け、皆さまの参考になる情報ですの
で、是非ご覧になってみてください。

「自粛生活での産物～姉さん被り作り～」
監事　越後　秀（三戸町）

新型コロナで自粛が続く中、皆さんいかがお過ごしでしょうか。これまではど
ちらかというと出かける機会の多かった私、そして針と糸には無縁の私でしたが、
今は日本手拭いと針と糸があれば大丈夫！うまく説明できるか不安ですが、私が
地域のお母さん方から教えてもらった「姉さん被りの作り方」を紹介しましょう
ね。折って縫うだけですので…
１	 日本手拭いを広げ三角形をずらした形に折る（写真１）この時、気をつけ
るのは①と①、②と②の長さがそれぞれ同じになるようにすること。

２	 重なり合っているところをマチ針で止め、二辺（点線）を縫う。（写真１）
３	 ①を縫い合わせる。（写真２）
４	 ①の縫い合わせを中にして開く。上の三角の底辺を４，５cm、下の三角の
底辺を約１cmに折り点線を縫う。（写真３）

５	 上の三角の②の部分を下の三角の底辺に揃え、重なった部分を底辺部分と
上の部分を縫う。左右両方同じ作業。これでキャップの部分と結びの部分
が出来上がる。（写真４）

６	 ひっくり返し、キャップになる部分にタックをとる。中央と結び目になる
縫い目までの長さが左右それぞれ８cmになるように調節し、縫い合わせる。
（写真５）

７	 キャップを裏返し、頭頂部分の三角を約５cm縫い、折り曲げ、縫いつける。
（写真６）

これでフィット感抜群の姉さん被り完成です。

写真１

写真２

写真３

写真６写真５写真４

①①

②②②②

②②

②②

②②

②②

②②

①①

①①

①①
①①①①

①①

その２
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青森県在宅保健師の会 ＜事務局＞　青森県国民健康保険団体連合会　〒030-0801　青森市新町2丁目4-1　青森県共同ビル3階
TEL　017-723-1336　FAX　017-723-1095　E-mail kokuho@aomori.kokuhoren.jp

⿟令和２年４月、今までとは違った感じの年度開始でした。
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から４月の役員
会延期、５月の総会は会設立以来初めて中止となるなど会員の皆様から
元気を貰えずガッカリでした。
⿟しかし、世の中自粛期間中であっても保健師は黙っていない!!コロナ相
談に協力されたりマスクや被り物づくりに専念されたりと皆様のパワー
（保健師魂）は“永遠に不滅”です。このパワーを支えに今年度も頑張
ります。ブロック別交流会で待ってま～～す！

編集後記会報原稿募集
会報であなたの近況をお知ら

せください。旅行や趣味等の
マイブームや日頃心がけている
こと、地域活動、なんでも結構
です。あなたの寄稿をお待ちし
ています！！

今年度の地域の保健福祉活動支援事業では以下の５団体を支援することに決定しました。

⑴　梅内ふれあい会（三戸町）	 代　表：越後　秀
⑵　切谷内「にこにこクラブ」（五戸町）	 代　表：新井山　洋子
⑶　“緑町”百歳体そうクラブ（東北町）	 代　表：北山　つね子
⑷　飯詰ふれあいっこ（五所川原市）	 代　表：鳴海　寧子
⑸　ラジオ体操とワイワイロコトレの会（青森市）	 代　表：千葉　綾子・津島　幸子

令和２年度地域の保健福祉活動支援事業について令和２年度地域の保健福祉活動支援事業について

令和２年度在宅・現職保健師保健所ブロック別交流会（研修会）開催
保健所管内毎に在宅保健師が集い、近況報告し合いながら、親睦を深めるため交流会を開催します。
併せて、現職保健師との合同研修会も行いますので皆様お誘いあわせの上、ご参加ください。なお、

詳細について、別途ご案内します。
【日時及び内容】

管 内 日 程 開 催 場 所

五 所 川 原 10月１日（木） 五所川原市　市民学習情報センター

東 青 地 域 10月６日（火） リンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール）

弘 前 10月８日（木） 弘前市民会館

上 十 三 10月15日（木） 十和田市　市民交流プラザ「トワーレ」

む つ 10月21日（水） むつ保健所

三 八 地 域 10月23日（金） 三戸地方保健所

〈時　間〉　　11：30～13：10　在宅保健師のみの交流会
13：30～15：15　現職保健師と一緒に研修会

〈内　容〉　　①行 政 説 明「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について（仮）」
説　明　者：県高齢福祉保険課
②話題提供及び意見交換「“高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施”の取
組状況から今後の展開を考える（仮）」
話 題 提 供：事業実施市町村
③ま　と　め：各保健所健康増進課長

おお
知知
ら
せ
ら
せ


